
学校法人金城学院カスタマーハラスメントに対する基本方針 

１ はじめに 

本学院は、建学の精神に基づき、教育・研究活動及び学校運営を行っています。学生・

生徒・園児、その保護者、受験生、卒業生、地域の皆様、お取引先など、本学院に関わ

る皆様からのご意見・ご要望を真摯に受け止め、教育・研究活動の改善に努めます。一

方で、社会通念上相当な範囲を超える言動は、教職員の人格や尊厳を傷つけ、安全な教

育・研究環境を損なうおそれがあります。本学院は、教職員が安心して職務に従事でき

る環境を守るため、カスタマーハラスメントに組織として毅然と対応します。 

２ 定義 

本学院に関係する者（学生・生徒・園児、受験生、それらの保護者、卒業生、地域住

民、お取引先、本学院施設を利用される方、及びその他の学外者等）による言動であっ

て、社会通念上許容される範囲を超え、教職員の就業環境および教育・研究環境を害す

るものをカスタマーハラスメントと定義します。 

３ 主な事例 

• 不当又は過度な要求（特別扱いの要求、合理的理由のない謝罪や補償の要求等） 

• 威圧的・攻撃的な言動（暴言、脅迫、暴力、人格否定等） 

• 継続的・執拗な言動（長時間の拘束、要求の繰り返し等） 

• 施設内の迷惑行為(居座り、大声を上げる、つきまとい等) 

• インターネットや SNS等での迷惑行為（誹謗中傷、虚偽情報の拡散、個人情報の公開

等） 

※例示であり、これらに限りません。 

４ 本学院の基本姿勢 

① 正当なご意見・ご要望には誠実に対応し、学校運営の改善に活かします。 

② 学生・生徒・園児が安心して学べる教育環境を守ります。 

③ 教職員の人格と尊厳を尊重し、安全な就業環境を確保します。 

④ 教職員を一人で対応させず、組織として対応します。                

⑤ 悪質な事案については、対応の中止、施設利用や立入りの制限等を行う場合がありま

す。 

⑥ 必要に応じて警察・弁護士等と連携し、法的措置を含め適切に対応します。 

⑦ 相談体制、研修、対応マニュアル等を整備し、再発防止と未然防止に努めます。 

５ 本学院からのお願い 

本学院は、関係するすべての皆様との信頼関係を大切にしています。今後も皆様のご意

見・ご要望を真摯に受け止め、教育・研究活動及び学校運営の充実に努めます。一方

で、教職員の人格や尊厳を傷つける行為や就業環境および教育・研究環境を損なう行為

については、本方針に基づき組織として適切に対応いたします。皆様のご理解とご協力

をお願いいたします。 


